
別紙１　参考様式

１　対象地区の現状

２　対象地区の課題

（参考）　中心経営体

農業者
（氏名・名称）

現状 今後の農地の引受けの意向

宅地化される農地が増加しており、農地が飛び地になっている。その結果、農機具の音やわら焼きの煙が問題
となってしまう。また、後継者探しに苦戦しており、今後の対応が課題である。

属性

農道のある農地など、比較的農業がしやすいところから集約化を進めていく。

西六条、東六条集落については、当該地区の認定農業者によって集積を行って行く。

３  対象地区内における中心経営体への農地の集約化に関する方針

実質化された人・農地プラン

ⅰ　うち後継者未定の農業者の耕作面積の合計

ⅱ　うち後継者について不明の農業者の耕作面積の合計

２８ｈａ

０ｈａ

（備考）

１９４ｈａ

１１７ｈａ

６ｈａ

①地区内の耕地面積

②アンケート調査等に回答した地区内の農地所有者又は耕作者の耕作面積の合計

④地区内において今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積の合計

③地区内における７０才以上の農業者の耕作面積の合計 ５３ｈａ

直近の更新年月日

令和5年3月31日令和3年3月31日

作成年月日対象地区名（地区内集落名）

龍川地区
（金蔵寺町、原田町、木徳町）

市町村名

善通寺市
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農業者
（氏名・名称）
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J

K

L

3.22

畜産1.01 1.01

A

B

C

D

E

F

G

H

I

認就

認就 N 野菜 0.21 野菜 0.21

認農 O
麦類
水稲
野菜

1.86
麦類
水稲
野菜

1.86

認農 P 野菜 0.3 野菜 0.3

金蔵寺町
木徳町

認農 T
野菜
水稲

1.55
野菜
水稲

1.55

認農法 Q
野菜
水稲

7.24



ha ha
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４　３の方針を実現するために必要な取組に関する方針（任意記載事項）

（参考）　農地の貸付け等の意向（任意記載事項）

計

60.32

農地中間管理機構を通じて農地の集積を目指す。

54.32

14筆 7,475 0 0

7,475 0 0

農地数
貸付け 作業委託 売渡

貸付け等の区分（㎡）

２２人

認農法 V 野菜 野菜4.28 4.28
金蔵寺町
原田町


